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論  文  名 『精神現象学』におけるギリシア世界論――労働と祭祀を中心として 
 本論文は、ヘーゲルの『精神現象学』（以下『現象学』）に関し、労働と祭祀という契機に注目して
分析し、ヘーゲル哲学の生成の一面を提示しようとした力作である。論者は、『現象学』に先立つ初
期ヘーゲルのフランクフルト期の所有論から供犠論への展開とイエーナ期の労働論との内的連関の
把握が、『現象学』におけるギリシア世界論の理解にとって重要な意味もつことを主張する。その上
で、『現象学』の労働論、アンティゴネ論、祭祀論が、自己意識、精神、宗教というそれぞれの議論
水準で、『現象学』以前の把握と共通する構造を有していることを指摘する。 
 第１章では、イエーナ期以前にヘーゲルが「所有の運命」という語で思索していた事柄と「1800
年体系断片」における供犠論との内的連関を考察し、その供犠論の構造が『人倫の体系』(1802 年冬
～1803年春)の労働論において継承され展開されていることを明らかにする。 
 第２章では、ヘーゲル哲学の生成における感情の役割について論じられる。感情を哲学の軸に据え
ようとした動きに同調して哲学的経歴を開始したヘーゲルは「反省形式」による哲学へと転ずるが、
その際、『現象学』においても人間的精神の生成のひとつの重要な契機として感情が扱われているこ
とを論者は明らかにする。第３章では、『現象学』における労働論の構造が検討され、その労働論が
ギリシアを背景として展開されていることが主張される。論者はそこで、ヘーゲルの労働論における
形成の原義が、生が己自身の生みだしたものを溶解させて自己保持をする循環にあることを指摘し、
ヘーゲルの労働論が供犠論から生まれ、感情という契機を巻き込みながら、労働や祭祀といったギリ
シア的な行為概念として完成するのだと主張する。第４章では、『現象学』の祭祀論がギリシアのツ
ェレスとバッカスの密儀を中心に検討され、神的威力と人間との交わりを軸に供犠論から労働論へと
ヘーゲルが展開していった内的連関に関して考察がなされる。 
 第５章では、ヘーゲルが共同体論としてオイディプスとアンティゴネの物語を理解していることに
検討が加えられる。アンティゴネが兄の埋葬によって守った家族の原理は共同体によって罰せられ、
共同体は逆にその存立根拠である家族の原理を崩して己自身を失ってしまうが、その有様に、ヘーゲ
ルが性によらない婚姻― 生殖を見て取っていたと論者は主張する。この分析を踏まえて、第６章に
おいては、ヘーゲル哲学において『コロノス』のオイディプスが占める位置が見定められ、『現象学』
以降の宗教哲学・美学講義において、『コロノス』は『アンティゴネ』より重要な役割が与えられ、
オイディプスとイエスが重ね合わされていくことの意義が解き明かされる。 
 以上の論述は、詳細な文献考証をもとに、ギリシア世界とキリスト教世界とを重ねて両者の同質性
と差異性を読み解く観点がヘーゲルのなかでどのように醸成されていったかを解き明かすものであ
り、この成果は斯学の発展に寄与するところ大である。よって本論文の提出者は博士（文学）の学位
を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
